
開催協議会名 令和７年第１回 浜田警察署協議会

開 催 日 時 令和７年２月19日（水）午後２時30分から午後４時30分まで

出 席 者 協議会委員 ８人（今田会長、岩永副会長、小笠原委員、鎌田委員、
串崎委員、中野委員、岩永委員、江木委員）

警 察 署 ５人（署長、総務・生安・交通・地域課長）

会議・協議 署長からの 諮問事項 令和７年浜田警察署の取組

諮問等

説明概要 浜田警察署管内の刑法犯・交通事故発生状況
及び令和７年浜田警察署の取組について署長が
説明し、令和７年の取組方針について諮問した。

答申(意見等) １ 当署で作成中の『詐欺被害防止ポスター』

の図案を示したところ、委員から、

・標語が覚えやすく、絵と合っていて良い。

・小学校に掲示するなら、読み仮名がある

といい。

旨の意見が出た。

２ 詐欺被害防止広報に関しては、一人暮らし

の人へ向けた広報が効果的ではないか。

【警察】

一人一人へのアプローチの仕方を考えてい

かないといけない。

浜田は理容室が多いことから、お客さんと

話す時のネタにしてもらえるよう働き掛け等

を検討している。

３ 防犯対策に関して、田舎は戸締まりをして

いない家が多いことが問題である。

【警察】

山間部を中心に意識向上に向けた鍵掛けの

呼び掛けを検討する。

また、防犯グッズがいろいろ出ているので

活用することも効果があると考える。

４ 携帯電話の画像に逮捕状の写し等を示し、

警察官をかたる詐欺被害の手口もあると聞く

が、そのような手口も実際にあるのか。

【警察】

警察官が、携帯電話の画像で警察手帳や逮

捕状の写しを示すことはないので、そういう

時は怪しいと思った方が良い。

※ 警察手帳を見たことがなく、本物かどう

か分からないという意見があったことか



ら、警察手帳及び警察装備品を見てもらっ

た。

５ 交通事故が減っているのは良いことだが、

最近、交通安全の看板が少なくなっているの

ではないか（アナログだけど効果があった）。

【警察】

看板はお金が掛かりなかなか難しい。ポス

ターやデジタルサイネージ等での広報を行っ

ている。

委員からの 委員を交通課長と生活安全・地域課長の２班に分けて

意見・提言 フリートーキングを行った。

１ 小学校近くの交差点で子供が立っていて、横断する

かしないか分からないことがある。

【警察】

運転者と歩行者とのコミュニケーションが大事。子

供には運転者を見るように指導してはどうか。

２ 闇バイトに入ってしまったら、どうして抜ければい

いのか。

【警察】

警察に相談してほしい（市民にも分かってほしい）。

特に、高校生向けに啓発している。

３ 免許返納後の生活を見据えた安全教室が良いのでは

ないか。

【警察】

サポカー、シニアカーを使用した講習会も開催して

いる。また、サロン等で安全教室を行っているので、

連絡をいただければ対応していきたい。

４ 安全協会が貸し出しているチャイルドシートの数を

増やすことはできないか。

【警察】

安全協会に確認したところ、台数を増やすことは、

管理上などの理由で難しいとのことであった。

５ 事故を見かけた場合、通報すべきかどうしたら良い

か迷うことがある。通報した方が良いか。

【警察】

無理をしなくても良いが、安全確保ができるならし

てもらえるとありがたい。

６ 青色防犯パトロール隊の高齢化が進み、体制を維持

することが難しい。大丈夫か心配である。

【警察】

なり手がいないことも事実である。今後は事業所単

位での指定も検討していきたい。

７ 警察手帳を見せてもらったが、自分では本物と偽物



とを見分けることができないと感じた。

委員からの感想 １ キヌヤのレシートに『黒川事件』の情報提供を呼び掛ける広報が

入っていた。以前の協議会で出た委員の意見が反映されたと思い、

嬉しく感じた。

２ 今回の協議会は、席が近くてマイクを使わない距離感で、温かみ

があると感じた。

また、意見交換も小グループの討議方式を試みられ、話しやすさ

を感じたので、来年度も続けてほしい。

そ の 他 警察装備品の説明等

写 真

【協議会の開催状況】 【会 長 挨 拶】

【警察装備品の説明】


